
一
、
街
道
と
古
代
の
官
道

徳
川
家
康
は
関
ヶ
原
の
合
戦
の
翌
年
（
慶
長
六
―
一
六
〇
一
）
東
海
道
に
伝
馬
制

を
命
じ
、
国
内
支
配
の
た
め
街
道
づ
く
り
を
始
め
た
。
諫
早
地
区
で
は
、
破
篭
井
か

ら
大
村
の
鈴
田
へ
抜
け
る
長
崎
街
道
は
昔
の
お
も
か
げ
が
残
っ
て
お
り
、「
改
変
さ

れ
ざ
る
長
崎
街
道
の
一
部
」
と
し
て
貴
重
だ
と
言
う
こ
と
で
昭
和
五
十
二
年
三
月
諫

早
市
史
跡
「
大
村
街
道
」
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
る
。

我
が
国
に
は
、
国
家
集
権
の
た
め
造
ら
れ
た
道
が
二
つ
あ
る
。
そ
れ
は
古
代
律
令

国
家
（
一
三
〇
〇
年
前
）
の
と
き
造
ら
れ
た
駅
路
（
古
代
官
道
）
と
徳
川
時
代
に
造

ら
れ
た
街
道
で
あ
る
。

古
代
の
駅
路
は
十
六
キ
ロ
毎
に
駅
を
置
き
、
諫
早
方
面
で
は
大
村
の
新ニ

イ

分キ
タ

駅
か
ら

諫
早
の
船
越
駅
。そ
れ
よ
り
島
原
半
島
の
吾
妻
あ
ず
ま

村
山
田
と
續
い
て
い
る
。諫
早
よ
り
大

村
に
行
く「
大
村
街
道
」は
古
代
の
官
道
と
駅
路
と
は
約
三
キ
ロ
余
り
重
な
っ
て
い
る
。

二
、
幕
府
の
貿
易
都
市
長
崎
は
要
塞
都
市
で
あ
る
。

朱
印
船
貿
易
の
航
海
は
江
戸
時
代
初
期
の
三
二
年
間
に
三
五
六
回
に
及
び
西
国
諸
大

名
や
貿
易
船
主
の
利
益
は
莫
大
で
あ
っ
た
。

そ
の
た
め
幕
府
は
各
自
の
貿
易
利
益
独
占

と
キ
リ
ス
ト
教
を
禁
止
す
る
た
め
寛
永
十

六
年
（
一
六
三
九
）
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
来
航

を
禁
止
し
、
鎖
国
は
完
了
し
た
。
そ
の
た

め
長
崎
の
港
は
唯
一
の
開
港
地
と
な
っ
た
。

以
来
、
対
外
的
門
戸
と
し
て
開
か
れ
た

我
が
国
唯
一
の
国
際
貿
易
都
市
長
崎
の
警

備
は
強
化
さ
れ
る
事
と
な
り
、
寛
永
十
八

年
（
一
六
四
一
）
に
は
福
岡
黒
田
藩
に
、

翌
寛
永
十
九
年
に
は
佐
賀
鍋
島
藩
の
両
藩

に
幕
府
は
長
崎
港
警
備
を
命
じ
て
い
る
。

以
来
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
に
至
る
ま

で
約
二
〇
〇
年
、
両
藩
は
長
崎
港
の
警
備
に
あ
た
っ
て
き
た
。

警
備
に
は
兵
船
に
早
船
、
そ
れ
に
船
頭
五
九
〇
人
。
警
備
番
所
は
慶
安
二
年
（
一

六
四
九
）
西
泊
、
戸
町
に
築
か
れ
、
そ
の
陣
屋
敷
は
三
、
八
〇
〇
坪
。
黒
田
藩
は
西

泊
。
鍋
島
藩
は
戸
町
に
詰
め
て
い
た
。

更
に
明
暦
元
年
（
一
六
五
四
）
に
は
台
場
七
ヶ
所
を
幕
府
は
平
戸
藩
に
命
じ
て
構

築
さ
せ
て
い
る
。
平
戸
藩
で
は
当
番
年
に
は
三
ヶ
所
、
非
番
年
に
は
四
ヶ
所
を
そ
れ

ぞ
れ
預
か
っ
て
い
た
。
こ
の
台
場
七
ヶ
所
の
外
に
、
新
台
場
三
ヶ
所
。
増
台
場
四
ヶ

所
が
築
か
れ
黒
田
藩
・
鍋
島
藩
が
そ
れ
ぞ
れ
担
当
し
文
化
五
―
七
年
（
一
八
〇
八
―

一
〇
）
に
構
築
し
長
崎
警
備
を
担
当
し
て
い
る
。

こ
の
他
に
、
遠
見
番
所
が
寛
永
十
三
年
（
一
六
三
六
）
以
降
、
大
村
藩
が
十
六
ヶ

所
設
営
し
、
正
保
元
年
（
一
六
四
四
）
以
降
に
も
、
深
堀
鍋
島
藩
で
は
五
ヶ
所
設
営

し
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
長
崎
港
の
警
備
に
は
幕
府
は
大
い
に
意
を
用
い
て
い
た
の
で
其
の

警
備
に
必
要
な
物
資
・
人
員
の
輸
送
の
た
め
長
崎
街
道
は
重
要
な
道
路
と
し
て
幕
府

は
大
い
に
其
の
運
營
に
意
を
も
ち
い
て
い
た
。

三
、
生
糸
を
運
ぶ
道
（
シ
ル
ク
の
道
）

長
崎
で
の
最
大
の
輸
入
品
は
唐
船
の
運
ん
で
く
る
白
糸
（
生
糸
）
で
あ
っ
た
。
幕

府
は
其
の
白
糸
取
引
の
た
め
慶
長
九
年
（
一
六
〇
四
）
糸い

と

割わ
っ

符ぷ

制
を
も
う
け
、
京

都
・
堺
・
長
崎
・
江
戸
・
大
坂
五
ヶ
所
の
豪
商
に
専
売
権
を
与
え
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
白
糸
の
荷
は
糸
荷
宰
領
が
支
配
し
て
長
崎
よ
り
諫
早
に
運
び
、
本
明
川
の
河
口
・

光
江
津
か
ら
「
有
明
海
」
を
渡
り
久
留
目
に
渡
り
、
住
吉
に
上
げ
、
長
崎
街
道
山
家

宿
に
運
び
、
こ
こ
で
他
の
陸
荷
と
合
流
し
て
大
阪
江
戸
方
面
に
運
ば
れ
て
い
る
。
明

和
二
年
（
一
七
六
五
）
よ
り
「
東
目
通
り
」
と
し
て
こ
の
道
順
が
定
め
ら
れ
た
。

諫
早
の
光
江
津
に
は
糸
荷
宰
領
に
よ
っ
て
正
一
位
稲
荷
大
明
神
（
石
造
）
が
嘉
永

四
年
（
一
八
五
六
）
に
再
建
さ
れ
て
い
る
。
白
糸
の
支
払
に
は
大
量
の
金
銀
が
あ
て

ら
れ
て
い
た
。
新
井
白
石
に
よ
る
試
算
で
は
、
慶
長
六
年
（
一
六
〇
一
）
か
ら
宝
永

五
年
（
一
七
〇
八
）
ま
で
一
〇
八
年
間
の
年
平
均
は
四
三
六
億
円
で
あ
り
、
幕
府
年

貢
収
入
の
六
―
七
〇
〇
億
円
に
迫
っ
て
い
る
。

諫
早
光
江
津
の
役
割
は
、
当
時
の
幕
藩
体
制
下
で
は
城
下
町
中
心
で
藩
は
自
給
自

足
が
た
て
ま
え
で
あ
っ
た
が
、
多
く
の
小
藩
で
は
自
給
自
足
が
で
き
ず
、
全
国
経
済

に
ま
き
こ
ま
れ
各
藩
は
特
産
品
の
生
産
に
努
め
、全
国
に
そ
の
販
路
を
求
め
て
い
る
。

長
崎
の
海
外
貿
易
は
始
め
よ
り
全
国
的
経
済
に
組
み
込
ま
れ
、
貿
易
都
市
長
崎
そ
れ

に
諫
早
の
光
江
津
は
商
品
の
運
輸
、
流
通
面
に
お
い
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
。

四
、
幕
府
最
重
要
の
世
界
情
報
（
風
説
書
）
を
急
送
し
た
道

オ
ラ
ン
ダ
商
館
長
フ
ラ
ン
ソ
ア
・
カ
ロ
ン
に
寛
永
十
八
年
（
一
六
四
一
）
将
軍
の

命
令
と
し
て
「
長
崎
に
来
航
し
、
オ
ラ
ン
ダ
風
説
書
を
提
出
す
れ
ば
オ
ラ
ン
ダ
貿
易

を
保
証
す
る
」
と
告
げ
ら
れ
た
。
以
来
、
オ
ラ
ン
ダ
・
カ
ピ
タ
ン
の
風
説
書
は
安
政

四
年
（
一
八
五
七
）
ま
で
つ
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
風
説
書
は
皮
篭

か
わ
ご

の
御
状
箱
に
入
れ
、

出
島
よ
り
江
戸
ま
で
長
崎
街
道
を
通
り
、
継
飛
脚
が
江
戸
ま
で
運
ん
で
い
る
。
夜
に

は
高
張
提
灯
を
つ
け
て
運
ん
だ
と
い
う
。

江
戸
で
老
中
方
は
、
風
説
書
で
入
手
し
た
世
界
の
情
報
を
処
理
し
、
国
策
の
決
定

に
活
用
し
て
い
る
。
例
え
ば
寛
文
十
三
年
（
一
六
七
三
）
英
国
船
リ
タ
ー
ン
号
が
来

航
し
貿
易
の
再
開
を
要
求
し
た
時
、
老
中
方
は
先
の
風
説
を
續
ん
で
い
た
の
で
、
英

国
の
チ
ャ
ー
ル
ズ
二
世
の
后
は
カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
王
の
娘
サ
リ
ン
と

結
婚
し
、
英
王
室
は
カ
ト
リ
ッ
ク
と
婚
姻
関
係
に
あ
る
事
を
理
由
に
、
貿
易
再
開
の

事
を
拒
絶
し
て
い
る
。

又
、
幕
府
は
長
崎
オ
ラ
ン
ダ
風
説
書
の
他
に
も
、
朝
鮮
国
な
ら
び
に
北
京
筋
の
風

説
も
長
崎
に
来
航
し
た
唐
船
主
や
対
馬
藩
宗
家
に
手
配
し
入
手
し
て
い
た
。
そ
の
文

書
類
は
対
馬
歴
史
民
俗
資
料
館
に
は
「
御
連
状
」
と
し
て
、
又
島
原
藩
に
は
「
華
夷

変
態
」
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
保
存
さ
れ
て
い
る
。

五
、
多
良
海
道
を
行
く

諫
早
方
面
で
も
古
民
家
が
姿
を
消
し
つ
つ
あ
る
時
、
旧
諫
早
領
内
の
武
家
屋
敷
が

一
軒
だ
け
残
っ
て
い
る
。
そ
の
家
は
諫
早
市
白
浜
町
に
あ
る
西
山
貞
徳
氏
の
住
宅
で

あ
る
。
そ
の
家
の
由
来
は
「
第
二
代
諫
早
領
主
・
諫
早
直な

お

孝た
か

が
、
鍋
島
直
茂
の
姫
・

長
寿
院
を
後
室
に
迎
え
た
時
、
西
山
家
は
姫
に
つ
い
て
諫
早
に
赴
任
し
て
い
る
よ
う

だ
」
と
語
っ
て
お
ら
れ
た
。
其
の
後
、
不
審
火
で
家
屋
が
焼
失
し
再
建
し
た
の
が
文

久
二
年
（
一
八
六
二
）
で
あ
る
。
そ
の
再
建
の
と
き
多
良
山
の
御
用
林
よ
り
用
材
を

賜
っ
た
そ
う
で
あ
る
。
現
当
主
の
貞
徳
氏
の
長
男
・
垣
根
涼
介
氏
は
吉
川
英
治
新
人

文
学
賞
、
山
本
周
五
郎
賞
な
ど
多
く
の
文
字
賞
を
受
賞
さ
れ
各
方
面
よ
り
注
目
さ
れ

て
い
る
作
家
で
あ
る
。

（
元
長
崎
市
教
育
長
）

○
十
一
月
三
日
は
文
化
の
日
で
あ
る
。
戦
後
・
文
化
財
保
護
法
が
新
た
に
制
定
さ
れ
た

の
は
昭
和
二
十
四
年
で
あ
っ
た
。
以
来
、
私
は
長
崎
県
・
市
の
文
化
財
の
調
査
に
先

輩
方
の
御
指
導
を
う
け
参
加
さ
せ
て
戴
い
て
き
た
。

○
中
で
も
最
大
の
思
い
出
は
、
宮
内
庁
正
倉
院
事
務
所
長
よ
り
昭
和
六
十
一
年
、
同
六

十
二
年
度
の
「
正
倉
院
所
藏
玳
瑁
製
宝
物
調
査
」
の
依
頼
を
う
け
奈
良
市
正
倉
院
に

出
張
さ
せ
て
戴
い
た
事
で
あ
る
。
正
倉
院
で
は
主
任
調
査
官
の
関
根
真
隆
、
同
木
村

法
光
両
先
生
の
指
導
を
受
け
、
御
物
調
査
に
参
加
さ
せ
て
戴
い
た
事
で
あ
る
。

○
こ
の
時
、
私
は
長
崎
に
お
け
る
亀
甲
技
法
の
長
老
菊
池
藤
一
郎
翁
と
材
質
専
門
家
と

し
て
永
沼
武
二
氏
に
も
御
協
力
を
あ
お
ぎ
、
奈
良
ま
で
出
張
し
て
い
た
ゞ
き
調
査
に

御
協
力
い
た
ゞ
い
た
事
も
思
い
出
し
、
感
謝
申
し
上
げ
て
い
る
。

○
先
日
長
崎
市
文
化
財
課
副
主
幹
原
田
宏
子
女
史
・
来
訪
さ
れ
「
一
昨
年
末
、
市
町
村

合
併
に
伴
い
指
定
文
化
財
が
増
加
し
た
の
で
、
新
年
度
の
文
化
財
誌
追
録
発
刊
の
た

め
加
筆
し
た
の
で
一
応
、
校
正
し
て
い
た
だ
き
度
い
」
と
連
絡
に
こ
ら
れ
た
。
新
年

度
に
は
、
き
っ
と
す
ば
ら
し
い
「
長
崎
市
文
化
財
誌
」
が
発
刊
さ
れ
る
事
を
楽
し
み

に
し
て
い
る
。

○
一
昨
日
、
長
崎
市
中
町
教
会
の
野
下
神
父
様
よ
り
、
神
父
様
が
指
導
さ
れ
て
い
る

「
市
民
セ
ミ
ナ
リ
ヨ
」
の
打
ち
合
わ
せ
の
為
、
お
会
い
し
た
い
と
の
連
絡
で
あ
っ
た
。

神
父
様
と
色
々
と
お
話
し
を
す
る
う
ち
に
「
長
崎
に
は
毎
朝
、
教
会
の
鐘
、
寺
の
鐘か

ね

音の
ね

が
聞
か
れ
ま
し
た
が
、
近
頃
は
、
あ
ま
り
聞
こ
え
ま
せ
ん
ね
」
と
言
わ
れ
た
。
そ

う
い
え
ば
、
之
の
教
会
の
す
ぐ
近
く
に
住
ん
で
お
ら
れ
た
斎
藤
茂
吉
の
歌
集
「
つ
ゆ

じ
も
」
に
次
の
二
首
が
あ
る
。

中
町
の
天
主
堂
の
鐘
ち
か
く
聞
き
　
二
た
び
の
夏
　
過
ぎ
む
と
す
ら
し

聖
福
寺
の
鐘
の
音
ち
か
し
　
か
さ
な
れ
る
家
の
甍

い
ら
か
を
　
越こ

え
つ
つ
　
き
こ
ゆ

○
長
崎
文
献
社
よ
り
「
秘
蔵
・
長
崎
く
ん
ち
絵
巻
」
を
戴
く
。
こ
の
絵
巻
は
、
本
来
住

友
家
の
所
蔵
で
あ
っ
た
の
で
そ
の
昔
、
長
崎
に
あ
っ
た
大
坂
住
友
家
長
崎
支
店
の
注

文
で
長
崎
で
描
か
れ
た
も
の
と
考
え
る
。
時
代
は
十
九
世
紀
前
半
の
製
作
で
、
作
者

は
長
崎
町
絵
師
で
あ
る
と
考
え
る
。
長
崎
く
ん
ち
資
料
と
し
て
は
大
い
に
参
考
に
な

る
も
の
で
あ
り
、
原
田
博
二
・
河
野
謙
両
先
生
の
論

考
、
大
変
興
味
を
持
っ
て
読
ま
せ
て
戴
い
た
。

（
長
崎
文
献
社
刊
・
三
、
八
〇
〇
円
）

風
信

二
九
一
号
　
平
成
十
八
年
十
月
二
十
日

長
崎
街
道
雑
記光江津の正一位稲荷大明神

長
崎
街
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
会
　
　
　
　
黒
岩
　
竹
二


